


 

 

記 

 

１ 家畜人工授精用精液等とその家畜人工授精用精液証明書等の一体的な取扱いに

ついて（増殖法第 13条及び第 14条関係） 

精液等は、その外観から精液等を採取した家畜などを識別することが困難である

ため、増殖法第 13 条により、精液等を採取・処理した獣医師又は家畜人工授精師

は、その内容を証明するための情報を記載した家畜人工授精用精液証明書、家畜体

内受精卵証明書又は家畜体外受精卵証明書（以下「精液証明書等」という。）を添付

しなければならない旨規定されるとともに、同法第 14 条により、精液証明書等が

添付されていない精液等の譲渡等を禁止する旨規定され、精液等と精液証明書等は

一体的に取り扱わなければならないこととされています。 

また、精液証明書等は、正しく記載されることが前提であり、誤った内容が記載

されている又は記載内容に欠落があるものは、その効力を有しないため、注意願い

ます。 

 

２ 家畜人工授精簿への適正な記載、保存及び関係書類の添付について 

（増殖法第 15条関係） 

  家畜の改良増殖上、血統の正確な記録が必須であるため、血統を証明する手段を

確保する観点から、増殖法第 15 条により、獣医師又は家畜人工授精師は、家畜人

工授精や家畜受精卵移植を行ったときは、遅滞なく、家畜人工授精又は家畜受精卵

移植に関する事項を家畜人工授精簿に記載し、５年間保存しなければならない旨規

定されています。 

また、注入又は移植した精液等に対応する使用済みの精液証明書等は、他の精液

等への添付により不正流通に利用されることなどを防止するため、授精証明書又は

体内（体外）受精卵移植証明書（以下「授精証明書等」という。）を交付する前にお

いては、家畜人工授精簿に添付するとともに、使用した精液等のストローは速やか

に照合できるように保管する必要があります。 

 

３ 授精証明書及び体内（体外）受精卵移植証明書の適切な交付について 

（増殖法第 22条関係） 

授精証明書等の交付に当たっては、家畜改良増殖法施行規則（昭和 25 年農林省

令第 96 号。以下「増殖法施行規則」という。）様式第 17 号、第 18 号又は第 19 号

により、注入又は移植した精液等に対応した精液証明書等を貼り付けるとともに、

授精証明書等を交付した場合、家畜人工授精簿との照合により、確実に血統を証明

することができるよう、その写しを書面又は電磁的記録により保管しておく旨規定

されています。 

また、上記の観点から、授精証明書等の写しは家畜人工授精簿と同様に５年間保

管してください。 

 

４ 特定家畜人工授精用精液等に関する規制について 

 （増殖法第 32条の４及び第 32条の５関係） 

特定家畜人工授精用精液等の適正な流通を確保する上で、不適切な流通事案が発

生した場合にその発生原因と流通範囲を迅速に特定できるようにするため、令和２

年 10月の増殖法の改正により、容器への表示（増殖法第 32条の４）や譲渡等記録

簿の記載・保存（増殖法第 32条の５）をしなければならない旨規定されました。  

また、容器への表示については、増殖法施行規則第 42 条に規定された内容につ



 

 

いて、当該精液等を取り扱う者が迅速に判読できるよう、適切に表示してください。 

 

５ 家畜人工授精所の開設者による都道府県知事に対する運営状況の報告について 

 （増殖法第 34条関係） 

農林水産大臣及び都道府県知事において、家畜人工授精所の監督を適切に行うこ

とができるよう、令和２年 10月の増殖法の改正により、同法第 34条第３項におい

て家畜人工授精所の開設者は、毎年、当該家畜人工授精所の運営状況を都道府県知

事に報告しなければならない旨規定されました。 

また、特定家畜人工授精用精液等については、特にその適正な流通を確保する必

要があるものとして、増殖法施行規則様式第 28 号により、月ごとに特定家畜人工

授精用精液等の生産数量、譲受数量、譲渡数量、利用数量、廃棄又は亡失した数量

及び月末時点の保存数量を整理して記載・報告することとされています。 

 

６ その他増殖法に基づく精液等の流通適正化のための対応について 

 増殖法第 25 条において、家畜人工授精所は家畜人工授精等の業務を的確にかつ

衛生的に実施するために必要な構造、設備及び器具を備えることとされています。 

 また、不正流通等を防止するため、精液等の処理・保管場所については、施錠す

るなど盗難防止措置を徹底してください。 

 

７ 遺伝資源法に基づく知的財産としての価値の保護のための対応について 

  遺伝資源法第２条第１項において、同法の保護対象となる「家畜遺伝資源」を、

「家畜遺伝資源生産事業者が業として譲渡し、又は引き渡す特定家畜人工授精用精

液等であって、当該家畜遺伝資源生産事業者が契約その他農林水産省で定める行為

（以下「契約等」という。）によりその使用する者の範囲又はその使用の目的に関

する制限を明示したもの｣と定義していることから、特定家畜人工授精用精液等に

ついて譲渡契約締結の促進を図っています。 

また、譲り受けた特定家畜人工授精用精液等を第三者へ譲渡した場合に、当該第

三者において家畜遺伝資源生産事業者が契約等により明示した使用する者の範囲

又はその使用の目的に関する制限を超えて譲渡や使用等がされることがないよう、

譲受元との契約と同様の内容を当該第三者に対し契約により義務づけてください。 
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